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有償のクラウドクレジットで 
パートナー様のビジネスに貢献

　『Autodesk 360（スリーシックス
ティ）』は、オートデスクのクラウドサービ
スの総称で、その中には、クラウド上に
ファイルを保存するストレージ機能や不
特定多数の人と図面などを共有できる
コラボレーション機能などが含まれてい
る。また、Suite製品をサブスクリプショ
ン付きで購入することで利用できるサー
ビスもある。この場合、各エディション
で使えるサービスが異なるが、改訂も
存在する。例えば、『Infrastructure 

Design Suite』には、エネルギー解析
サービスなどが新たに加わった。
　クラウドの利点は、①いつでも、どこ

からでも図面・設計図書にアクセスでき
ること。②スマートフォンやタブレットなど
のモバイルデバイスの活用が可能なこ
と。③複数の設計者間で図面の共有
やオンラインコラボレーションを実現でき
ること。④クラウドリソースを集中利用し
てデスクトップPCを演算負荷から解放
できることの4点に集約される。
　『Autodesk 360』を利用するため
には、無償でAutodesk ID と呼ぶア
カウントを一度登録すれば、シングル
サインオンでクラウドを利用できる。も
し、サブスクリプションに加入している
場合には、サブスクリプションの情報と 

Autodesk ID を関連付けることで、前
述のような専用サービストを享受できる
ようになる。

　基本となるストレー
ジ容量も増え、サブス
クリプション未加入者
は3GBから5GBへ、サ
ブスクリプション加入者
は25GBまで利用可能
になる。またサブスクリ
プション加入者には一
律、100クラウドクレジッ
トが提供され、一定の
クラウドクレジットを消

費することで、レンダリングなどの多彩
なクラウドサービスが利用できる。
　例えば、『Autodesk 360 Rendering』
では、レンダリング時間を大幅に短縮
でき、時間帯によって少しずつ影が移
動する日照シミュレーションなども行え
るため、プレゼン資料の作成に効果を
発揮してくれる。
　特筆すべき点は、2013年4月から認
定販売パートナー様経由でクラウドクレ
ジットの追加販売を始めたこと。パート
ナー様は、100クラウドクレジット単位で
お客様に継続的に販売できるので、安
定したストックビジネスとして収益力アッ
プに活用していただきたい。

待望の日本語購入ページを公開 
アドオンソフトで生産性が向上

　オートデスクは、各デスクトップ製品の
アドオンアプリの購入窓口として、2012

年3月にAutodesk Exchange Apps 

ストアを開設し、デスクトップ製品内のア
イコンをクリックすることで瞬時にサイト
にジャンプする機能を実装してきた。そ
して2013年5月から、英語のみだった
ページが遂に日本語化された。これによ
り、世界中のサードパーティが作成した
有償・無償・試用版の多彩なアドオンソ

進化を続けるオートデスクのクラウドサービスでバックアップ
クラウドサービスでパートナー様のビジネスを後押し
生産性アップに役立つ有償化サービスが続々と登場！
オートデスクは、今年からクラウドサービスに本腰を入れて拡充し、設計ワークフロー全体の
生産性の向上に寄与している。同時に高度な機能を活用できる有償化サービスも続 と々投
入し、パートナー様のストックビジネスを後押し。これからはクラウドビジネスがパートナー様の
重要な収入源の一つになる。そこで、常に進化を続けるクラウドサービスの最新情報と、有償
化によるパートナー様のメリットを紹介したい。

●クラウドを利用した設計環境へのメリット

いつでも、どこからでも図面・設計図書にアクセス
クラウドに保存することでデータ中心の設計環境を実現

スマートフォン、タブレットなどの
モバイル デバイスの活用が可能

印刷出力した紙図面の持ち出しが不要、あるいは 大幅低減

複数の設計者間で
図面の共有やオンライン コラボレーションを実現
明示的に指定したメンバでクラウド上の図面を同時に閲覧、協調編集

クラウドリソースを集中利用して
デスクトップPCを演算負荷から解放

高負荷なレンダリングや解析演算をクラウドに代替させて手元の作業を継続
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フトをダウンロードし、設計作業の自動
化・省力化が図れるようになる。
　サブスクリプション加入者向けにオー
トデスク自身もアドオンアプリを公開して
いる。例えば、鉄骨のフレームを簡単に
生成できるツールなどを提供しており、
今後も生産性の向上に役立つさまざま
な便利ツールが登場する計画である。
　Autodesk Exchange Apps ストア
は、オートデスクの審査を受ければ、誰
でもアドオンや電子コンテンツを公開で
きる。パッケージ化や流通費などの余分
なコストがかからないので、パートナー
様にとっては、アドオンアプリの新規ビジ
ネスに参入する絶好の舞台となる。

有償版でモバイル用途が拡大 
『AutoCAD 360 Pro Mobile』

　2013年5月22日、『AutoCAD WS』
は、ブランド名を『AutoCAD 360』に
変更した。クラウドサービスの一つで
あると改めて認知してもらうことが狙
いで、引き続き無償で提供する。アク
セス方法は従来と同じで、デスクトップ
製品、We bブラウザ、モバイルアプリ
経由の3通りがある。このうち、Webブ
ラウザ版は『AutoCAD 360 Web』、
モバイルアプリ版は『AutoCAD 360 

Mobile』という別の名称で提供し、有
償版の『AutoCAD 360 Pro Mobile』
も新たに登場する。
　無償版の『AutoCAD 360 Mobile』
は、指によるジェスチャー操作で既定
の図形が簡単に描ける「スマートペ
ン」やG P S機能を活用した地理的位
置機能の改良、外部ストレージ接続
など利便性がアップ。さらに有償版の
『AutoCAD 360 Pro Mobile』へ
アップグレードすれば、新規図面の
作成、座標を表示した正確な作図、
30MBまで対応する大容量図
面の操作、オブジェクト情報の
編集など、モバイルデバイス
上で本格的な協調作業が可
能になる。価格はアップル用と
グーグル用で若干異なるが、
パートナー様の新たな商材と
して収益力アップに貢献する。
　一方、『A u t o C A D 360 

We b』は、H T M L5という新
しい技術に対応し、アドビの
Flash Playerに依存せずに

利用することもできる。
　このようにオートデスクでは、パート
ナー様のビジネスを前提にした有償の
クラウドサービスを続 と々投入している
ので、これから積極的に活用していた
だきたい。特にサブスクリプションとセッ
トでクラウドサービスを販売することで
お客様の満足度は確実にアップする。
LT製品のパッケージには、サブスクリプ
ション加入の利点を記したステッカーが
貼られるので、それをきっかけに商談を
進めてみてはいかがだろうか。

デベロッパ テクニカル サービス
マネージャ

伊勢崎 俊明氏

パッケージには、サブスクリプションと
アドバンスサポートの連絡先が明記された

各種Suite製品 Ultimate Premium Standard 

AutoCAD Design Suite Rendering Rendering Rendering 

Product Design Suite 
Rendering
Optimization for Inventor 

Rendering
Optimization for Inventor 

Rendering

Factory Design Suite 
Rendering
Green Building Studio
Optimization for Inventor 

Rendering
Green Building Studio
Optimization for Inventor 

Rendering
Green Building Studio 

Building Design Suite 

Rendering
Green Building Studio
Energy Analysis for Revit 
Structural Analysis for Revit 
Optimization for Inventor
InfraWorks 360   

Rendering
Green Building Studio
Energy Analysis for Revit 
Structural Analysis for Revit 

Rendering
Green Building Studio
Energy Analysis for Revit

Infrastructure  Design 
Suite 

Rendering
Green Building Studio
Energy Analysis for Revit
InfraWorks 360
Geotechnical Module
Rail Layout Module
River and Flood Analysis Module

Rendering
Green Building Studio
Energy Analysis for Revit 
InfraWorks 360
Geotechnical Module
Rail Layout Module 

Rendering 

Plant Design Suite 
Rendering
Structural Analysis for Revit 
Optimization for Inventor 

Rendering
Structural Analysis for Revit  

Rendering 

●Suite製品で利用可能なAutodesk 360サービス ※青字は2013年5月から利用可能になったサービス


